ウサギ関節軟骨細胞にはP2X7イオンチャネル型受容体が機能的に発現しており、細胞外ATPによる細胞毒性を引き起こす by 谷川 仁士
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別 紙 様 式 3 (課程博士 •論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
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よって生じる電流の電気生理学的を評価すると共に、P 2 X 7に特異性の高いアゴニスト•
アンタゴニストを用いて薬理学的性質についても評価した。YO-PRO-1色素の取り込みを





脱 水 素酵素 (LDH)放出率によって評価した。




別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 • 論文博士共用）
(続紙）






① 単離軟骨細胞を高濃度ATP (>300 yM)に曝露すると、速やかに、短時間での脱感作を伴わ 
ない電流が活性化された。 この電流は弱い内向き整流性を示した。P 2 X 7に選択性の高い 









③ 同様に ATP (3 mM)存在下で軟骨細胞を1 時間培養すると、細胞外へのPGE2放出が有意に 
増加した。 この現象もP2X7電流を薬理学的に遮断することにより抑制された。 さらに、 














別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
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(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
本論文では、ウサギ関節軟骨細胞においてATP受容体サブタイプP2X7が機能的に発 
現していることを砲認し、細胞外 ATPが軟骨細胞に対してどのような作用をもたらすか 
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